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設立年月日 １９５１年４月

資本金 １４．３億円　　　（2007年９月末）

売上高
単体：　　　 ３１１億円 　（2007年３月期）

連結：　　　 ４６７億円 　（2007年３月期）

営業拠点 道内主要都市　11支店　13営業所、東京
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社員数
単体：　 　　 ４９２名　　 （2007年９月末）

連結：　　　 1,８６６名　　　（2007年９月末）

株主資本 １３７．７億円　　　（2007年９月末）
連結：

単体：

会社概要
コーポレートプロフィール
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会社概要
セグメントと子会社の状況①

つうけんグループ

㈱つうけんハーテック

晃通建㈱

道央通信㈱

北東電設㈱

大有通信建設㈱

㈱興亜テクノネット

オホーツク通信建設㈱

道和通建㈱

太陽通信建設㈱

北通産㈱

情報通信設備事業

＜材料提供＞

㈱つうけんセピア

つうけんコンサル㈱

㈱ヴァックスラボ

フィックス㈱

㈱ＨＡＴ

情報通信サービス事業

＜ソフト開発＞

㈱つうけんテクノネット

㈱つうけんテクノロジー

㈱つうけん

＜情報システムソリューション・ソフト開発＞

㈱つうけんアドバンスシステムズ

＜通信システムソリューション＞

＜通信回線利用サービス＞

北日本テレネットワーク㈱

販売リース事業

＜事務機器販売＞

つうけんビジネス㈱

＜リース・レンタル事業＞

㈱つうけんアクト

連結子会社

関連会社（持分法適用）

凡例

＜工事施工＞

＜警備業＞

＜総務・経理などの業務委託＞
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◎つうけんテクノロジー　（東京）

◎つうけんテクノネット　（道内一円）

◎北日本テレネットワーク　（札幌）

●情報通信設備事業

◎情報通信サービス事業 ◆販売リ－ス事業

◎つうけんアドバンスシステムズ　（札幌、東京）
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つうけん

●晃通建
●道央通信

●北東電設
●大有通信建設

●興亜テクノネット

●太陽通信建設
●道和通建
●オホーツク通信建設

　施工専門会社（協力会社）

●つうけんコンサル　（札幌）

◆つうけんアクト　　　　　　　　　　　
　（札幌、旭川、帯広）

◆つうけんビジネス　（札幌）

●つうけんセピア　（札幌）

・リース・レンタル事業、環境事業

・警備業

・総務経理などの事務受託

・事務機器販売

●つうけんハーテック

375名

1,424名

会社概要

67名

セグメントと子会社の状況②
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●情報通信設備事業

◎情報通信サービス事業 ◆販売リ－ス事業
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　１１７億円　　　　　　　
（連結１１１億円・２４％）

注）黒数値は子会社計数の単純合算値
　　 （ ）内赤数値は連結売上高

　６７億円　　　　　　　　
　（連結４６億円・１０％）

つうけん３０６億円

協力会社１８２億円　

他子会社　２６億円

（連結３１０億円・６６％）

平成18年度　連結売上高　４６７億円

会社概要
セグメントの売上構成
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中間期決算の状況
概　要

連結業績：前中間期比増収減益

「情報通信設備事業」：前中間期・当初予想を上回る業績

「情報通信サービス事業」の大幅な損失

「販売リース事業」：減収増益



ＴＳＵＫＥＮ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

8
中間期決算の状況
連結損益

▲ 1.1

▲ 1.4

▲ 1.2

▲ 1.0

+4.1

前　年
中間比

当　初
予想比

196.0190.0+10.1200.1売上高

▲ 4.3▲ 1.0▲ 4.3▲ 5.3営業利益

▲ 2.5▲ 1.0▲ 2.6▲ 3.6中間純利益

▲ 4.1▲ 1.7▲ 3.8▲ 5.5税前利益

▲ 4.0▲ 1.5▲ 3.7▲ 5.2経常利益

前年
中間実績

当初予想
当中間期実績

単位：億円（千万円未満を切り捨て）
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中間期決算の状況
単体損益

+2.6

+4.4

+4.6

+4.6

+6.6

前　年
中間比

当　初
予想比

124.7120.0+11.3131.3売上高

▲ 3.2▲ 1.2+2.61.4営業利益

▲ 0.7▲ 0.2+2.11.9中間純利益

▲ 1.7▲ 0.4+3.12.7税前利益

▲ 1.7▲ 0.2+3.12.9経常利益

前年
中間実績

当初予想
当中間期実績

単位：億円（千万円未満を切り捨て）
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中間期決算の状況
（連結）事業の種類別セグメントの業績

単位：億円（千万円未満を切り捨て）

増減前中間期当中間期増減前中間期当中間期

▲0.0▲2.6▲2.70.2▲15.0▲14.8消去又は全社

+4.1

▲3.1

▲0.0

+7.1

▲5.3

1.2

▲7.1

3.2

営業利益

+0.80.333.530.3販売リース

事業

▲1.0▲4.3196.0200.1連　　結

▲6.1▲0.952.152.0情報通信

サービス事業

+4.3▲1.0125.3132.5情報通信

設備事業

売上高
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中間期決算の状況
情報通信設備事業（セグメント別の状況）

125.3
132.5

0

50

100

150

前中間期 当中間期

-1.0

3.2

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

前中間期 当中間期

売上高 営業利益

　■ ＮＴＴ工事：Bフレッツのエリア拡大、故障修理業務の領域拡大

　■ ＮＴＴ工事：設計・施工の効率化効果
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中間期決算の状況
情報通信サービス事業（セグメント別の状況）

52.1 52.0

0

50

100

150

前中間期 当中間期

-0.9

-7.1
-8.0

-7.0

-6.0

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

前中間期 当中間期

売上高 営業利益

　■ 道内構内通信系工事の増,首都圏LAN設備構築物件の減など

　■ システム開発部門における大幅な採算悪化
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中間期決算の状況
販売リース事業（セグメント別の状況）

33.5 30.3

0

50

100

150

前中間期 当中間期

0.3

1.2

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

前中間期 当中間期

売上高 営業利益

　■ 選別受注による売上高の減少

　■ 諸経費の改善による営業利益の増加
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今年度の展望と取組み
情報通信設備事業
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通期個別業績は前年および当初予想を上回る

●光ファイバー関連工事のエリア拡大・故障修理業務の領域拡大

●設計・施工の効率化効果

■ 光宅内班の「一人班」化

■ 工事の見える化

■ サービス総合工事設計の外注化全社展開

生産性向上の取組み
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今年度の展望と取組み
情報通信サービス事業/販売リース事業
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情報通信サービス事業情報通信サービス事業

販売リース事業販売リース事業

● 当中間期の不採算案件による損失影響

■受注プロセスの管理強化

■プロフィット部門への間接要員のシフト　等

● 選別受注による売上減と諸経費の改善効果

■業務見直しの定着化　など
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通期業績予想 （平成19年度）
連結損益
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▲ 2.1

▲ 4.1

▲ 2.5

▲ 1.9

+3.0

前年比
当　初
予想比

467.0450.0+20.0470.0売上高

4.46.5▲ 4.02.5営業利益

3.13.0▲ 2.01.0当期純利益

6.15.0▲ 3.02.0税前利益

5.26.0▲ 3.32.7経常利益

前年実績当初予想
通期予想

単位：億円（千万円未満を切り捨て）
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単体損益
通期業績予想 （平成19年度）
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+0.5

+0.0

+1.9

+2.2

+8.3

前年比
当　初
予想比

311.7300.0+20.0320.0売上高

1.82.0+2.04.0営業利益

3.02.0+1.53.5当期純利益

4.73.0+1.74.7税前利益

3.63.5+2.05.5経常利益

前年実績当初予想
通期予想

単位：億円（千万円未満を切り捨て）



URL：http://www.tsuken.co.jp/

〒003- 0026

札幌市白石区本通19丁目南6番8号

TEL：011- 860- 1161


